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１　は じ め に

　食中毒や感染症発生時には，事例をいかに早期に探知
し，病因物質の特定等の原因究明を行い，その対策をと
るかが行政の重要な課題である。胃腸炎の原因となるウ
イルスはノロウイルスをはじめサポウイルス，ロタウイ
ルス，アストロウイルス，アデノウイルス，パレコウイ
ルスなど様々である。これらのウイルスのうち主なウイ
ルス数種類を一斉に検出できれば，原因ウイルス特定ま
でに要する時間の大幅な短縮が可能となり，迅速かつ的
確な行政対応に非常に有用である。
　マルチプレックスPCR法は，複数の対象を同時に検出
する方法であり，これに蛍光標識プライマーを用いるこ
とにより増幅産物の色とサイズで数種類の識別を可能と
する，蛍光RT-マルチプレックスPCR法を用いたウイル
スの一斉検出法が報告されている1 ）。
　我々は，この方法を参考に， 6種類のウイルス（ノロ
ウイルスGI，ノロウイルスGII，サポウイルス，アスト
ロウイルス，アデノウイルス，パレコウイルス）を一斉
に検出する方法を確立したので，本報ではこれについて
報告する。

２　材料と方法

　2・1　試料及び検討内容

　（1） 蛍光RT-マルチプレックスPCR法の検討
　既知検体を用いて，蛍光RT-マルチプレックスPCR法
のウイルスの組み合わせ，最適条件，検出感度等の検討
を行った。
　なお，使用した既知検体は，平成24～27年度に感染症
発生動向調査事業における小児科病原体定点医療機関を
受診した感染性胃腸炎患者から採取された糞便のうち，
（RT-）PCR法2 ）- 4 ）によりノロウイルスGI，ノロウイル
スGII，サポウイルス，アストロウイルス，アデノウイ
ルス，パレコウイルス遺伝子が検出された検体，各 1検
体（計 6検体）である。
　ア　ウイルスの組み合わせの検討
　事前検討において，既報1 ）に基づきMultiplex PCR 
Assay Kit Ver.2（タカラバイオ）を用いてノロウイル
スGI，ノロウイルスGII，サポウイルス，アストロウイ
ルスの 4種類の一斉検出を試みたが，青色蛍光（Alexa 
Fluor 350）標識したアストロウイルスの検出が難しく，
プライマーの変更によっても改善しなかった。そのため， 
使用する蛍光を 3種類とし，この組み合わせ（Aセット）
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からアストロウイルスを除くこととした。Aセットから
除いたアストロウイルスは，アデノウイルス，パレコウ
イルスとともに新たな組み合わせ（Bセット）に組換え，
6種類のウイルスを 2つのセット（A，B）に分け（表 1），
最適条件の検討等を行うこととした。
　イ　最適条件の検討
　Aセット（ノロウイルスGI，ノロウイルスGII，サポ
ウイルス）については，既報とほぼ同一のプライマーを
用いていることから，既報と同条件とし，最適条件の
検討は省略し，94℃・ 1 分の熱変性後，94℃・30秒，
57℃・ 1分30秒，72℃・ 1分30秒を40サイクル行い，最
後に72℃・10分の最終伸長を行った。
　Bセット（アストロウイルス，アデノウイルス，パレ
コウイルス）については， 1台のサーマルサイクラーで
A，B両セットの検査ができるようAセットと同条件と
する方向で検討を進めることとし，使用するプライマー
により最適温度が異なるアニーリング温度について，
55℃～65℃の間で最適条件の検討を行った。すなわち，

94℃・ 1分の熱変性後，94℃・30秒，55℃～65℃・ 1分
30秒，72℃・ 1分30秒を40サイクル行い，最後に72℃・
10分の最終伸長を行った。
　ウ　検出感度等の検討
　感度及び有用性検討の比較対照法（以下，対照法）と
して，TaKaRa Ex Taq® Hot Start Version（タカラバ
イオ）を用い，表 2に示す条件で各々のウイルスを対象
に個別にPCRを実施した。
　（2） 食中毒・感染症事例における有用性検討
　平成27年 4 月から平成28年 3 月に石川県で発生した感
染性胃腸炎の集団事例（食中毒及び感染症）のうち， 4
事例の患者または調理従事者等（無症状）の糞便34検体
（事例あたり 3～14検体）を用いて，（1）で検討した最
適条件における有用性を検討した。
　（3） 小児散発事例における有用性検討
　前記（2）と同期間に感染症発生動向調査事業における
小児科病原体定点医療機関を受診した感染性胃腸炎患者
から採取された糞便50検体を用いて，（1）で検討した最

表１　蛍光RT-マルチプレックスPCR法で使用するプライマーセット

セット 対象ウイルス プライマー 蛍光標識 プライマー配列（5'→3'） 増幅産物のサイズ

A

ノロウイルスGI
G1-SKF Alexa Fluor 488（緑） CTGCCCGAATTYGTAAATGA

330
G1-SKR なし CCAACCCARCCATTRTACA

ノロウイルスGII
G2-SKF Alexa Fluor 594（赤） CNTGGGAGGGCGATCGCAA

344
G2-SKR なし CCRCCNGCATRHCCRTTRTACAT

サポウイルス
SV-F2 なし TAGTGTTTGARATGGAGGGC

433
SV-R2 Alexa Fluor 532（黄） GWGGGRTCAACMCCWGGTGG

B

アストロウイルス
Mon244 Alexa Fluor 594（赤） GGTGTCACAGGACCAAAACC

410
82b なし GTGAGCCACCAGCCATCCCT

アデノウイルス
AdnU-S'2 Alexa Fluor 532（黄） TTC CCC ATG GCN CAC AAY AC

554
AdnU-A2 なし TGC CKR CTC ATR GGC TGR AAG TT

パレコウイルス
F2（nt 313-335） Alexa Fluor 488（緑） YCACACAGCCATCCTCTAGTAAG

243
R2（nt 556-534） なし GTGGGCCTTACAACTAGGTTTG

表２　対照法で使用するプライマーとPCR条件

対象ウイルス プライマー PCR条件

ノロウイルスGI G1-SKF/G1-SKR
98℃・1秒
（98℃・10秒→50℃・30秒→72℃・1分）×40サイクル
72℃・5分

ノロウイルスGII G2-SKF/G2-SKR
98℃・1秒
（98℃・10秒→50℃・30秒→72℃・1分）×40サイクル
72℃・5分

サポウイルス SV-F2/SV-R2
98℃・1秒
（98℃・10秒→46℃・30秒→72℃・1分）×40サイクル
72℃・5分

アストロウイルス Mon244/82b
98℃・1秒
（98℃・10秒→59℃・30秒→72℃・1分）×40サイクル
72℃・5分

アデノウイルス AdnU-S'2/AdnU-A2
98℃・1秒
（98℃・10秒→50℃・30秒→72℃・1分）×40サイクル
72℃・5分

パレコウイルス F2（nt 313-335）/R2（nt 556-534）
98℃・1秒
（98℃・10秒→55℃・30秒→72℃・1分）×40サイクル
72℃・5分
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適条件における有用性を検討した。
　2・2　ウイルスRNA抽出と逆転写反応

　糞便をPBS（－）で10％乳剤とし，RNA抽出はQIAamp 
Viral RNA Mini キット（Qiagen）を用いて行った。逆
転写反応はPrimeScript® RT reagent Kit （Perfect Real 
Time）（タカラバイオ）を用いてcDNA合成を行った。
　2・3　マルチプレックスPCR反応　

　マルチプレックスPCR反応は， Multiplex PCR Assay 
Kit Ver.2（タカラバイオ）を用い，表 1に示す 3色の
Alexa蛍光で標識したプライマーを終濃度0.2µＭになる
ように加えた反応液22.5μlにcDNAを2.5μl 加えて行っ
た。
　機器は，GeneAmp PCR System 9700（アプライドバ
イオシステムズ）またはVeriti（アプライドバイオシス
テムズ）を使用した。
　2・4　電気泳動条件

　蛍光RT-マルチプレックスPCR法の電気泳動は，1.5％
アガロースゲルを用い，マルチプレックスPCR反応液
5µLに 6 x Loading Buffer Orange G（ニッポンジーン）
1µLを混合しアプライした。サイズマーカーには100 
bp DNA Ladder（Bioneer）5µLにEZ-Vision® One
（AMRESCO）を1µL混合したものを使用した。
　なお，対照法は，PCR反応液5µLにEZ-Vision® One
（AMRESCO）を1µLを混合しアプライした。サイズ
マーカーは蛍光RT-マルチプレックスPCR法と同様に
100 bp DNA Ladder（Bioneer）5µLにEZ-Vision® One
（AMRESCO）を1µL混合したものを使用した。
　電気泳動後にUVトランスイルミネーター上で蛍光
RT-マルチプレックスPCR法はUV（312nm）を，従来
法はUV（365nm）を照射して，増幅産物の蛍光バンド
または単色バンドを観察した。アガロースゲルの撮影に
は，STAGE-2000（アムズシステムサイエンス）を使用

し，カラー撮影には紫外線吸収フィルター SC-46（富士
フイルム）を，モノクロ撮影にはSTAGE-2000付属のエ
チジウムブロマイド用フィルターを使用した。

３　成　　　績

　3・1　蛍光RT-マルチプレックスPCR法の検討

（1）Aセット（ノロウイルスGI，ノロウイルスGII，
サポウイルス）

　Aセットの各ウイルスの陽性検体をテンプレートとし
て，蛍光RT-マルチプレックスPCR法を実施した結果，
既報と同条件で想定したサイズと色のバンドが確認で
き，非特異反応もみられなかった（図 1）。

　次に各ウイルスの陽性検体由来cDNAの10倍段階希釈
シリーズをテンプレートとして，蛍光RT-マルチプレッ
クスPCR法と対照法を比較した。いずれのウイルスも感
度は対照法と同じか，それ以上であった（表 3）。
　さらに，既知検体を混合し，Aセットのウイルスのう
ち 2種類を含む模擬検体を作成し，それぞれのウイルス
を検出できるか確認した。ノロウイルスGIとノロウイル
スGIIの組み合わせは，増幅産物のサイズがあまり変わ
らないため，蛍光が重なるものの，いずれの組み合わせ

図１　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ａセット）
陽性検体アガロースゲル電気泳動写真

表３　蛍光RT-マルチプレックスPCR法と対照法の比較

セット 対象ウイルス 検査法
検体希釈率

10-1 10-2 10-3 10-4 10-5 10-6 10-7 10-8

A

ノロウイルスGI
蛍光RT-マルチプレックスPCR ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － NT NT
対照法 ＋ ＋ ＋ － － － NT NT

ノロウイルスGII
蛍光RT-マルチプレックスPCR ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － NT NT
対照法 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － NT NT

サポウイルス
蛍光RT-マルチプレックスPCR ＋ ＋ ＋ ＋ － － NT NT
対照法 ＋ ＋ ＋ ＋ － － NT NT

B

アストロウイルス
蛍光RT-マルチプレックスPCR ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ －
対照法 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － －

アデノウイルス
蛍光RT-マルチプレックスPCR ＋ ＋ － － － － NT NT
対照法 ＋ ＋ ＋ － － － NT NT

パレコウイルス
蛍光RT-マルチプレックスPCR ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － NT NT
対照法 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － NT NT

＋：陽性，－：陰性，NT：not tested
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も 2種類のウイルスを検出することが可能であった（図
2）。
（2） Bセット（アストロウイルス，アデノウイルス，
パレコウイルス）

　Bセットの各ウイルスの陽性検体をテンプレートと
し， アニーリング温度を変えて蛍光RT-マルチプレック
スPCR法を実施した。その結果，アニーリング温度は59
℃が最適であり，想定したサイズと色のバンドが確認で
き，非特異反応もみられなかった（図 3）。
　次に各ウイルスの陽性検体由来cDNAの10倍段階希釈
シリーズをテンプレートとして，蛍光RT-マルチプレッ
クスPCR法と対照法を比較した。アデノウイルスは蛍光
RT-マルチプレックスPCR法が対照法に比べ若干感度が
劣るが，それ以外のウイルスの感度は対照法と同じか，
それ以上であった（表 3）。
　さらに，既知検体を混合し，Bセットのウイルスのう

ち 2種類を含む模擬検体を作成し，それぞれのウイルス
を検出できるか確認した。いずれの組み合わせも 2種類
のウイルスを検出することが可能であった（図 4）。
　これらの結果，Bセットの最適なアニーリング温度が
Aセットと異なったことから 6種類のウイルスを同時に
検出するため，以後，本研究では， 1台の機器で異なる
温度設定が可能なVeriti（アプライドバイオシステムズ）
を使用することとした。
　3・2　食中毒・感染症事例の検討

　今回対象とした 4事例のうち，2事例（事例番号 1，2）
からノロウイルスGIIが， 1 事例（事例番号 3）からノ
ロウイルスGIが検出され（表 4），当該事例発生時の検
査結果とすべて一致した。なお，事例発生時のノロウイ
ルス検出法はリアルタイムPCR法5 ）またはLAMP法6 ）で
あり，ノロウイルスが検出されたこれら 3事例について
は，当該時にはノロウイルス以外のウイルス検出は実施
していない。
　また，ノロウイルスが検出されなかった 1事例（事例
番号 4）では， 2組の蛍光RT-マルチプレックスPCR法
に含まれる 6種類のウイルスはいずれも陰性であった。
この事例は，A群ロタウイルスが検出された事例であっ
た。
　3・3　小児散発事例の検討

　50検体について蛍光RT-マルチプレックスPCR法を実
施した結果，30検体（60.0%）から，6種類のいずれか

図２　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ａセット）
混合検体アガロースゲル電気泳動写真

図３　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ｂセット）
陽性検体アガロースゲル電気泳動写真

図４　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ｂセット）
混合検体アガロースゲル電気泳動写真

表４　食中毒・感染症事例の検査結果

事例
番号

検査
検体数

蛍光RT-マルチ
プレックスPCR法
Ａセット

蛍光RT-マルチ
プレックスPCR法

Bセット

事例発生時
ノロウイルス

リアルタイムPCR法
ノロウイルス
ＬＡＭＰ法

ノロ
ウイルス
GI

ノロ
ウイルス
GII

サポ
ウイルス

アストロ
ウイルス

アデノ
ウイルス

パレコ
ウイルス

ノロ
ウイルス
GI

ノロ
ウイルス
GII

ノロ
ウイルス
GI

ノロ
ウイルス
GII

1 3 陰性 陽性（3） 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陽性（3） NT ＮＴ
2 12 陰性 陽性（8） 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陽性（8） NT ＮＴ
3 14 陽性（10） 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陽性（10） 陰性 NT ＮＴ
4 5 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 ＮＴ NT 陰性 陰性

NT：not tested
（　）は陽性となった検体数
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のウイルスが検出された（表 5）。このうちノロウイル
スGIIは15検体（30.0%）から，パレコウイルスが10検体

（20.0%），アデノウイルスが 7検体（14.0%），アストロ
ウイルスが 4検体（8.0%），ノロウイルス GI及びサポウ
イルスが各 1検体（2.0%）から検出された（表 6）。また， 
複数のウイルスが検出された検体が 8検体あり，うち 5
検体（5/8，62.5%）はノロウイルスGIIとパレコウイル
スが検出されたものであった。なお，いずれの結果も当
該時の検査結果との齟齬は無かった。

４　考　　　察

　今回検討した 2組の蛍光RT-マルチプレックスPCR法
は対照法とほぼ同等以上の感度であった。アニーリング
温度が57℃と59℃で異なっているが，当センターで保有
しているブロック毎に異なる温度設定が可能な機能を有
する機器であれば， 1台で 2組の蛍光RT-マルチプレッ
クスPCR法を同時に実施でき，一度に 6種類のウイルス
を検出できることから，有用な検出法であった。
　しかしながら，食中毒・感染症事例において検出され
るウイルスは，圧倒的にノロウイルスが多く，事例発生
の際は，まずノロウイルスについて迅速に結果が判明す
るリアルタイムPCR法またはLAMP法により検査を行
い，その結果により他のウイルス検査実施の判断がなさ
れることが多い。今回検討に用いた 4事例についても，
その結果と齟齬は無かったが，ノロウイルスに次いで事
例の多いA群ロタウイルスが入っていないこともあり，
実際には，食中毒・感染症事例において蛍光RT-マルチ
プレックスPCR法を導入するには課題がある。今後，ノ
ロウイルス以外のウイルスによる事例での検証や新たな
組み合わせの検討が必要であるが，これら有事の際の一
つの選択肢としての活用は可能であり，また，蛍光RT-
マルチプレックスPCR法は，陽性または陰性の判定の
後，引き続き遺伝子型解析を行うことが可能な方法で，

表５　小児散発事例の検査結果

検体
番号

蛍光RT-マルチ
プレックスPCR法
（Ａセット）

蛍光RT-マルチ
プレックスPCR法
（Ｂセット）

　従来法＊
（個別の

（RT-）PCR法）
1 陰性 陰性 陰性
2 陰性 陰性 陰性
3 陰性 陰性 陰性
4 陰性 陰性 陰性
5 陰性 陰性 陰性
6 陰性 陰性 陰性
7 陰性 陰性 陰性
8 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII
9 陰性 アストロウイルス アストロウイルス
10 陰性 陰性 陰性
11 陰性 アストロウイルス アストロウイルス
12 陰性 陰性 陰性
13 サポウイルス 陰性 サポウイルス
14 陰性 陰性 陰性
15 陰性 陰性 陰性
16 陰性 アデノウイルス アデノウイルス
17 陰性 陰性 陰性
18 陰性 陰性 陰性
19 陰性 陰性 陰性
20 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII

21 陰性 アデノウイルス アデノウイルス
パレコウイルス パレコウイルス

22 陰性 アストロウイルス アストロウイルス
パレコウイルス パレコウイルス

23 陰性 陰性 陰性
24 陰性 アデノウイルス アデノウイルス
25 陰性 陰性 陰性
26 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII
27 陰性 パレコウイルス パレコウイルス

28 ノロウイルスＧII パレコウイルス ノロウイルスＧII
パレコウイルス

29 ノロウイルスＧII パレコウイルス ノロウイルスＧII
パレコウイルス

30 陰性 アデノウイルス アデノウイルス

31 ノロウイルスＧII アデノウイルス ノロウイルスＧII
アデノウイルス

32 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII
33 陰性 パレコウイルス パレコウイルス

34 ノロウイルスＧII パレコウイルス ノロウイルスＧII
パレコウイルス

35 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII

36 ノロウイルスＧII パレコウイルス ノロウイルスＧII
パレコウイルス

37 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII
38 陰性 アデノウイルス アデノウイルス
39 陰性 アストロウイルス アストロウイルス
40 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII
41 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII
42 陰性 陰性 陰性
43 陰性 アデノウイルス アデノウイルス

44 ノロウイルスＧII パレコウイルス ノロウイルスＧII
パレコウイルス

45 ノロウイルスＧI 陰性 ノロウイルスＧI
46 陰性 陰性 陰性
47 陰性 陰性 陰性
48 ノロウイルスＧII 陰性 ノロウイルスＧII
49 陰性 パレコウイルス パレコウイルス
50 陰性 陰性 陰性
＊対象ウイルス：ノロウイルスGI、ノロウイルスGII、サポウイルス、
アストロウイルス、アデノウイルス、パレコウイルス
※結果は陽性となったウイルスのみ記載

表６　小児散発事例の蛍光RT-マルチプレックスPCR法
　　　検査結果（まとめ）

検出されたウイルス 検体数
ノロウイルスGI 1
ノロウイルスGII 9
サポウイルス 1

アストロウイルス 3
アデノウイルス 5
パレコウイルス 3

ノロウイルスGII ＋ パレコウイルス 5
ノロウイルスGII ＋ アデノウイルス 1
アデノウイルス ＋ パレコウイルス 1
アストロウイルス ＋ パレコウイルス 1

陰　性 20
合　計 50

＊対象ウイルス：ノロウイルスGI、ノロウイルスGII、サポ
ウイルス、アストロウイルス、アデノウイルス、パレコ
ウイルス
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この点はリアルタイムPCR法やLAMP法にはない利点
である。
　一方，感染症発生動向調査事業において感染性胃腸炎
患者糞便を検査する場合には，様々なウイルスが検出さ
れ，また，複数のウイルスが同一検体から検出される
こともあることから， 2組の蛍光RT-マルチプレックス
PCR法は，大幅な省力化と検査にかかる時間の短縮が
可能で有用であった。また，同事業の病原体サーベイラ
ンスにおいて感染性胃腸炎患者から検出されたウイルス
の約 7割は，今回検討した 6種類のウイルスが占めてお
り7）-8）， 2 種以上のウイルスを保有する例においてもそ
れぞれ検出が可能である点からも蛍光RT-マルチプレッ
クスPCR法は非常に有用であった。
　注意すべき点としては，蛍光RT-マルチプレックス
PCR法のアガロースゲル電気泳動では，サイズマーカー
にDNA染色試薬（EZ-Vision® One）を混合して使用す
るため，泳動槽の泳動用バッファーを繰り返し使用する
と検体のバンドの蛍光色が変わってしまうことから，毎
回新しい泳動用バッファーを使用する必要がある。
　今後，特に食中毒や感染症事例における蛍光RT-マル
チプレックスPCR法の有用性を高めるため，事例の検証
を重ねつつ他の組み合わせの検討等を行っていきたい。

５　ま　と　め

（1）	蛍光RT-マルチプレックスPCR法は，一度に複数の
ウイルスを検出できる優れた検査法であり，検査に要
する労力と時間の大幅な削減が可能となった。

（2）	食中毒・感染症事例において蛍光RT-マルチプレッ
クスPCR法を活用する場合は，対象ウイルスの追加や
組み合わせの再検討など，さらに工夫する必要がある
と思われた。

（3）	感染症発生動向調査事業においては，今回検討した
2組の蛍光RT-マルチプレックスPCR法は大変有用で
あり，今後はこれらを常法として使用していくことと
したい。

※図 1～ 4のカラー写真を 7頁に再掲
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図1 蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ａセット）陽性検体アガロースゲル電気泳動写真

Ｍ １ ２ ３ ４

M：サイズマーカー
1：ノロウイルスGI
2：ノロウイルスＧＩＩ
3：サポウイルス
4：NTC（陰性対照）

図2 蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ａセット）混合検体アガロースゲル電気泳動写真

Ｍ １ ２ ３ M

M：サイズマーカー
1：ノロウイルスGI＋ノロウイルスGII
2：ノロウイルスGI＋サポウイルス
3：ノロウイルスGII＋サポウイルス

図3 蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ｂセット）陽性検体アガロースゲル電気泳動写真

M 1     2    3    M

M：サイズマーカー
1：アストロウイルス
2：アデノウイルス
3：パレコウイルス

1     2     3    M 1     2     3    1    2    3    MM 1     2     3    M 1     2    3   M

55℃ 57℃ 61℃ 63℃ 65℃59℃
※写真下の温度はアニーリング温度

図4 蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ｂセット）混合検体アガロースゲル電気泳動写真

Ｍ １ ２ ３ M

M：サイズマーカー
1：アストロウイルス＋アデノウイルス
2：アストロウイルス＋パレコイルス
3：アデノウイルス＋パレコウイルス

図１　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ａセット）陽性検体アガロースゲル電気泳動写真

図２　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ａセット）混合検体アガロースゲル電気泳動写真

図３　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ｂセット）陽性検体アガロースゲル電気泳動写真

図４　蛍光RT-マルチプレックスPCR法（Ｂセット）混合検体アガロースゲル電気泳動写真


